
浅海増殖試験（クロメ，サザエ）

石田健次・由木雄一

クロメはアワビ類，ウニ類，サザエの餌料，工業用の原料および食用等に利用されているが，生

態については不明な部分が多い。このため，鹿島分場では前年に引続いて天然のクロメに標識を付

け，茎長と葉長の関係，海岸線に漂着した海藻調査および海面養殖試験を行い，クロメの消長当に

ついて検討した。また，クロメ群落周辺に分布するサザエについても調べた。

材料と方法

図１に調査海域を示す。

標識試験は水深７～８祝のクロメ群

落内で標識を18本のクロメの茎部に取

り付けて行った。調査はスキューバ潜

水により物差しで茎長と葉長の計測と

標識の有無を観察した。ただし，茎長

は秋期から冬期にかけて今まで計測し

ていた根の上に新しい根の出現（図２）

が承られたため，それ以降は新しい根

の上から茎長とした。

海藻の漂着調査は倉内湾湾奥部の約

50,,2の海岸線の潮間帯（転石：長径１０

～50“）を凪の日に調べた。そのなか

のクロメ淀ついては大まかな数と漂着

部位を観察した。

養殖蕾試験は10月21日に採苗（母藻10

化,）し幹縄に種糸を巻いたものを，翌

年の１月２１日に恵曇湾（水深27ｍ）で

海面下５．１０．１５ｍに吊り下げて行っ

た。

サザエは標識試験時にその周辺に生

息するものの殻高を海中で測定したも
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図１調査海域

図２クロメの新しい根の出現（白矢印）
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結 巣

クロメ

標識試験

調査場所はなめらかな岩盤帯で形成され，それ以深は転石（長径50～100ｃｍ）となっている。ま

た，それより以浅は水深1～２１mまでが起状の多い岩盤となっている。

図３に７月から翌年の３月まで
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～14.56i､），12月が10.6“（範囲 蕊折線が中途から切れているのは標

4.3～15.0c加川３月が1Ｌ７ｃｌｍ（範識個体が流失したもの。
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囲6.5～15.0cjm）と毎月わずかずつ成長がゑられている。秋期以降の茎長は新しい根の上から計測

したものが次第に多くなり，それまでの根の上から茎長とすると実際は10月以降の伸長率は今まで

より高い傾向にある。このように，クロメの茎長は夏の高水温期より秋から冬にかけての低水温期

に成長が良く，茎長は夏から秋にかけて短くなるが水温の最低期である冬に箸じるしい伸びがゑら
れる゜

クロメの葉の先端部分が夏から冬にかけて欠落する要因は食害，生理的なしの等色々な事が考え

られる。このなかの食害については葉の部分に穴が多くあいていること等から，これに付着してい

た（おそらく摂餌していると思われる）サザエ（殻高40～50cm以下），オオコシダカガンガラ等がた（おそらく摂餌しているとⅡ

考えられる。また，この時期

にクロメを海中で観察すると

一様に葉の先端部分が欠落し

ているのがふられることか

ら，どちらかと言えば生理的

な要因が強いと思われる。

調査期間中に流失した標識

は18本のクロメのうち夏期

（７月～９月）に3本，秋期

（10月～12月）が2本，冬期

（１月～３月）３本の計8本（44.4

％）であった。この本数のう

ちいくらかのものは計測作業

によるものと思われた。また，

標識は標識（ビニールテープ）

が冬期に1本流失しただけで

茎に取り付けたカラータイは

残存していた。この標識使用

は幼体を除けばクロメの生育

等にあまり支障はないと思わ

れたが，次第に付着物が多く

なり１年以内に交換する必要

があった。

漂着海藻

表１に海藻の漂着状況を示

す。これをみると，褐藻植物

表１倉内湾の海藻漂着状況
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16種，紅藻植物12種，緑藻植物2種，種子植物

１種の計31種が観察された。このなかで，褐藻

､植物のクロメ・オオバモク・ヤシマタモク・ヨ

レモク等の大型海藻はほぼ年間を通して観察さ

れ，量的にも多くみられた。小型の海藻は漂着

したものの中からの発見がしにくく，クロメに

ついても幼体と思われるものは見つからなかっ

た。

表２の漂着したクロメの状況をみると．量的

には秋期に最も多く観察され，海岸線一帯はク

ロメで覆われていた（図４）。また，冬期と春

期には漂着量が少なく，夏期には全く発見され

表２クロメの漂着状況
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薮１０．３１と１２２はおよその数

なかった。クロメの漂着部位をみると，

ほぼ原形をとどめていたものが全体の

74.5％，根がなく茎と葉だけのものが

20.0％，葉だけのものが5.5％と根から

剥離しほぼ原形をとどめたものが大半

を占めていた。年間を通した海中での

クロメの観察によると，岩盤および転

石等の付着基質に根または根と茎だけ

が残存しているものはあまりみられな

かった。図５に10月３１日に測定した漂

着クロメの茎長組成を示す。これによ

ると，茎長9～47c〃のものが柔られてい

る。この海域におけるクロメの茎長は

分布する場所によって異なるが茎長5０

図４クロメの漂着（１０月３１日）
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醜を越えるものはそう多くない。

体ら
このように，クロメの漂着は.付着基

数
質からの剥離漂着が季節風で時化が続

く時期に多く，凪の日が多い時期に少 Ｏ

なし、という傾向がｽ人られる゜しかし，

時化の日が最も多い冬期には海岸線が

波に洗われる機会が多いためかもしれ 区

ないが，それほど多くの漂着は象られ
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コＥ 長（ｃ、）

図５漂着クロメの茎長組成（10月３１日）
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ていない。クロメの秋期における大量漂着は他の時期に比べて，クロメを素手で採集すると，比較

的簡単に根から剥離し易いこと等から，この時期はワカメの様に遊走子を放出して枯死脱落する生

殖期間にあたることが大きな要因と考えられる。

養殖試験

採苗後の培養槽におけるクロメの生活史を図６のＡ－Ｄに示す。これを承ると，Ａが遊走子，Ｂ

が遊走子が付着基質(スライドガラス)に付着して発芽（６日後），Ｃ・Ｄが若い胞子体（41日後，

82日後）へと発育する。現在，これを用いて海面養殖中であるが，経過は水深が増すものほど成長

が悪く、分布密度がまばらになっている。

：

Ａ：泳ぎだした遊走子×４００Ｃ：若い胞子体（４１日後）×２００

Ｂ：遊走子が付着基質（スライドガラＤ：若い胞子体（８２日後）

ス)について発芽(６日後）×２００

図６クロメの生活史（Ａ－Ｄ）

サザエ

図７に昭和59年12月～昭和62年３月までのサザエの殻高組成を示す。ただし，

×４０

凶ＹにIIfIJfll59牛１２月～昭和62年３月までのサザエの殻高組成を示す。ただし，昭和60年９～１１月

までは図１に示す海藻漂着調査地点の周辺，それ以降は標識試験の場所で測定したものである。こ

れをふると，前年度報告した様にサザコニは昭和58年に大量に発生したと推定される年級群が他の大

きさのものより特に卓越している。昭和59年12月の20脚楓前後のものを経月的にふると昭和62年３月

にはモードが40～50脇IMIにあり成長が伺われる。この卓越した年級群は今年頃から漸次漁獲の対象に

なりつつある。したがって，しばらくはこの卓越した年級群による漁挫の増大が助待出来るであろ

う。表３に標識試験を行った周辺の傾生を示す。植生は季節により多少異なるが褐藻植物の17種，
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次いで紅藻植物10種，緑藻植物３種，種子植物１種となっている。そのなかでも量的に多いのはク

ロメ・イソモク・アカモク・ミル等があげられる。

表３クロメ群落の植生
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